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 税金という言葉を聞いた時、私が最初に考えたのは買い物をしたときなどに支払う

お金の中に含まれている「消費税」です。消費税がかかる商品を購入する度に税金を

取られている感覚でした。なので税金に対してあまり良いイメージがありませんでし

た。そのため、私たちの身近にある消費税をはじめとする税金の使われ方について知

りたくなりました。私は、インターネットで調べてみました。 

 まず、税金の使われ方は３つあります。 

 １つ目は、公共施設です。公共施設とは図書館や道路、公園など、私たちの暮らし

を豊かで便利にしてくれる施設のことです。 

 ２つ目は、公共サービスです。公共サービスとは警察や消防、病院などの安心して

生活できるためのサービスです。なかでも、病院でかかる治療費の一部を税金を使っ

て払っているため、日本は治療費が安いそうです。 

 ３つ目は、教育費です。これは私たちが平等に教育を受けられるためのもので、校

舎の建築費や教科書や机、椅子などの設備費などに税金が使われているそうです。 

 ここまで調べた中で、一番興味を持ったのは、教育費や他にも色々な税金などのも

とで支えられている学校でした。なぜなら学校は、私たちにとって必要不可欠なもの

だからです。 

 私が中学生になり、たくさん積み上げられた教科書に一冊、一冊ずつネームペンで

自分の名前を書いていると、ふと、左下に書いてある「この教科書は、これからの日

本を担う皆さんへの期待をこめ、税金によって無償で支給されています。大切に使い

ましょう。」という文章が目に入ってきました。この文章を目にしてから、私の税金へ

の見方が一変するほど驚きました。私にとって消費税は、取られるお金でした。しか

し、今回、税金の使われ方やどうして使われているのかなど、教科書に書かれていた



メッセージが税金の重要性を教え、気づかせてくれました。 

 税の作文を書くことを通して、私は税金と学校との関係について改めて知ることが

できました。また、税金によって自分の身近なものや身の回りのものが守られ、安全

に過ごせていることはとても幸せなことだなと思いました。私はまだ中学生なので、

消費税くらいしか納められていないけれど、自分が納めた税金が誰かに役立てられて

いると思うとうれしいという気持ちになりました。みんなでおたがいを支え合ってい

るから毎日があたりまえに感じるんだなと思います。これからもこの先大人になって

も社会にこうけんできる人間になりたいと思います。 

 


